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従来から， i朝通しの良い場所のアサリの成長が良好

なことは経験的に知られていたが，流れとアサリの成

長との関係を詳細に調べた例は著者の知る限り見あた

らない。これは，成長に大きな影響を与える餌科量や

水温，地盤高等の環境因子と流れを分離して，流れと

成長の関係だけを現場で調べることが大変難しいため

であろうと考えられる。

著者は，東京湾の千葉県木更津市地先でシミュレー

ションによって得られた詳細な流れの値とアサリの成

長の指標としての肥満度および丸型指数1)の値を用い

て，餌科を運搬する流れの要因が成長に出来るだけ反

映するように地盤高別に両者の関係を調べ，幾つかの

知見を得たので報告する。

調査の方法

1.流れの解析方法

流れの詳細な解析方法やシミュレーションの条件に

ついては既に報告2)しているので，ここでは概要を記

す。

初めに東京湾全域の潮汐流，密度流，吹送流を考慮

した流動場を 3次元流体力学モデル訪を用いて解析し

た。次いで，この結果を基に木更津市地先の潮汐およ

び水温・塩分の境界条件を設定し，再び細かいメッシュ

(最小80m，最大400mの不等間隔格子)での数値計算

を行った。木更津市地先の特に砕i皮帯以浅の区域にお

湿肉重量(g)
*1肥満度三 X]OO 

殻長(cm)X殻幅(cm)X殻高(cm)

いては，詳細な波浪場の解析4)を行い，ラジエーショ

ンストレスを算出して，上記の潮汐流，密度i札吹送

流にi年浜流を加えた流れとして解析した。これらの計

算結果のうち，下げ潮最強時およu'上げ潮最強時のint

i車の平均値を用いた。

2.アサリの肥満度および丸型指数

アサリの成長と肥満度および丸l!'!指数の閥には各々

正および負の相関関係があることが報告されてい

る05)ここでは， 1984年および1985年の5，10月の計

4固にわたって，小植川よりも北側lの岸沖方向に位置

する17測線上の合計77調査点(Fig目 1)で採取された殻

長30凹前後のアサリの肥満度判および丸型指数柁の値

を用いた。肥満度については測定した調査毎の値にば

らつきがみられるので，各調査点の測定値が全務査点

の平均値より上回った回数が4田中何閲あったかを百

分率で示した(例 1回だけの場合は25%)。丸型指数

については4個の丸型指数の平均値を用いた。解析に

当たっては，初めに全調査点での流れに対する相関を

調べ，次いで餌科量や干出による影響を出来るだけ除

くために，地盤高別に，潮下帯， D.L.0.I-0.4m. D 

L.0.5-]'.omの3区域に区分して相関を調べた。

なお，アサリの採取方法については既に報告別して

いるので，ここでは記述を省略する。また，肥満度と

流れの関係については，既に報告した内容5)に修正を

加えたものであることを付記する。

キ2丸型指数ニ殻幅(皿)/殻長(凹)
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Fig.l Investigation sites on Banzu tida! flat， Tokyo Bay. 

結果

1 .流れの特性

潮下帯では12cm/s以上の流速であるが，干潟部分に

なると10cm/s以下となり，岸側になるほど流速が低下

し，ごく岸側では 4cm/s以下になった(Fig.2)。

2.肥満度と流れの関係

全調査点による相関をみると， 肥満度(yl)と流れ

(Xl)はYl=ll目04Xl-52.5となり，比較的高い相関

(rニ0.804)がみられた。

地盤高別にみると，いずれの水深帯でも流速と肥満

度との問に弱い正の相関(潮下帯がr=0.67， D.L.O.l 

-O.4mがr=0.59， D. L. 0.5~ 1. 0mが r =0.60);がみ

られた(Fig.3)。また，地盤高が高くなるほど，流速

が速い場所でも肥満度が平均を下回ることが多くなっ

ていた。特にD.L.+0. 7mを越えると流速が速い場所

であっても常時肥満I!r.が低い， ~!Jち成長が悪かった。

3.丸型指数と流れとの関係

全調査点による丸型指数(Y2)とiiliれ(X2)は Y2=

-0.418X，十48.7となり， }肥満度の伊jと同様に比較的

高い相関(r=-0.803)がみられた。

地盤高別にみると，潮下帯では相関(r=-0.48)が

みられなかったが，干潟の2区域では負の相関(D.L目

0.1~0.4m が r=-0.69， D.L.0.5~ 1. 0mが I ニ

Fig.2 Distribution of tidal current (cm/s) 

calcu!ated by simulation. Cun-ents 

shown are means of ebb tide and 

flood tide in summer. 
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Total(DL.-5皿ーH.Om).YF-0.418 Xd48.7(r=-O.剖'3)
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Current velocity(cm/s) 

Relationships between sharpness 

index (given as follows) and current 

velocity on each tidal level. 

十:Depictssampling sites in vicinity 

of shipping route. 

Fig.4 

Current velocity(c皿/s)

Relationships between condition 

factor and current velocity on each 

tidallevel. Condition factor(given 

as follo、，"，s)is shown as frequency 

(%) above the means 

Fig.3 
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を反映しているとは言い難い。一方，流れ以外の環境

図子の影響を出来るだけ少なくするために地盤高別に

区分して流れとの関係をみると，肥満度については弱

い正の相関，メL型指数については同じく弱い負の相関

がみられた。相関係数は丸型指数と流れの方が肥満度

と流れよりも高かった。これは，肥満度がその時の餌

料量ゃ水温等の環境条件および成熟等の生理的な状態

によって変動するのに対して，丸型指数は長期間のア

サリの平均的な成長を表現していることに起因してい

ると考えられる。

肥満度と流れの関係についての干潟域の回帰式の勾

配をみると，十0.1-0.4mでは11.59. 十0.5-1.0m

では8.40であり，地盤の高い方が勾自己が小さくなった。

これは，地擦が高い場所では，肥満度即ち成長のため

により速い流速を必要とすることを示していると考え

X1∞ 
sh;1I 1<国th(偲)Xshellhe沼ht("，IXsallw;Jth(阻)

-0.80)がみられた(Fig.4)。相関係数は潮下帯域を

除いて肥満度と流れの関係よりも高かった。

なお，潮下帯域では漁船が通るためのi零に沿った4

調査点(凶中に十を付した点)で丸型指数の値カ司!lくなっ

ているので，この地点を除いて関係を求めると，

Y=-0.389X十48.6となり，相関(r=-0.698)が高

くなった。

全調査点を用いたアサリの肥満度および丸型指数と

流れとの関係をみると，両者ともに比較的高い相関係

数(r=0.804およびr=-0，803)が得られた。しかし，

流れの速い潮下帯から干潟のi中側は，干潟の岸側域と

比較して干出時間や餌料量6)等の点からもアサリに好

適な条件となっているので，必ずしも流れの条件のみ

察考

Coooit剛1fJ.ctor= 
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られる。

干潟に供給される餌料はiJIJ合い由来の浮遊性のもの

と底泥上に存在する着砂性珪藻やデトリタスの 2者が

考えられるが，沖合いから供給される餌科は干潟のi中

側に生息している二枚貝に摂餌され，干潟岸仰lの高地
盤域では少なくなる。 6)また，岸側に多く分布する着

砂性の珪藻7)はi皮i良や強いi市れによって水中に懸濁し

なければアサリの餌料とはなりにくい。従って，速い

流速は単位時間当たりの餌料供給量を増加させるだけ

ではなく，沖合いの餌料を干潟岸側へ多く輸送したり，

着砂性珪4車を巻き上げる機能も持っているのではない

かと考えられる。
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